
東南アジア学会会誌『東南アジア―歴史と文化―』 

執筆要領 

東南アジア学会編集委員会 

2006 年 6 月 11 日制定・施行  

2014 年 5 月 26 日改正  

2020 年 12 月 18 日改正 

本誌の体裁と表記をできる限り統一し，幅広い読者に読みやすいものとするため，ご

執筆の際，この執筆要領にご留意ください。執筆要領の内容は主として論文・研究ノ

ート・書評論文・研究展望の作成を念頭においていますが，その他の原稿を作成する

場合にも必要に応じて準拠してください。なお，編集委員会で執筆要領にもとづき原

稿の体裁・表記を統一させていただく場合もございますので，あらかじめご承知おき

ください。  

1. 原稿の作成  

1.1 原稿はできるかぎりワープロまたはパソコンで作成してください。パソコンの場

合は，マイクロソフト社製 Word で読み取り可能なフォーマットとします。  

1.2 ワープロまたはパソコンで入力する場合の設定は，A4 判，横書き，上下左右 

2cm 以上の余白，フォントサイズ 11 ポイント, 38 字×32 行にしてください。  

1.3 英文要旨については英文校閲の専門家による言語的修正をおこなうことがありま

す。  

2. 文章の表記  

原稿の全体にわたって表記は以下の規則に従うようお願いします。  

2.1 引用等やむをえない場合をのぞき，原則として常用漢字，現代かなづかいを用い

てください。  

2.2 句点はマル (。)，読点はコンマ (，)を使ってください。 

2.3 数字は，数値の表現にはアラビア数字，概念の表現には漢数字を使ってくださ

い。  

(例) 1950 年代，132 件，1 つめ, 第二次世界大戦, 第三世界 



2.4 漢字名以外の外国の人名・地名・書名等はカタカナで表記し，必要に応じて初出

時の直後にかっこ内に原綴りを記してください。 

(例) ベネディクト・アンダーソン (Benedict Richard O'Gorman Anderson)，シャリフ

ル・イマン (Syarihul Imam，以下 SI と省略) , ジャネット・アブー=ルゴド（Janet 

Lippman Abu-Lughod） 

2.5 パソコンの機種依存文字は文字化けの原因になりますので避けてください。たと

えば， ローマ数字の II，IV，IX などは特殊文字を使わず，I，V，X などの組み合わ

せで入力してください。  

2.6 文字は原則として平仮名，片仮名, 漢字, ローマ字を使用して下さい。ローマ字に

は発音記号等をつけること（ベトナム語表記など）もできます。それ以外の文字（タ

イ文字等）はローマ字表記にして下さい。どうしても使用が必要な場合は、編集委員

会にご相談ください。 

3. 原稿の構成  

3.1 原稿は以下の構成でお願いします。ただし，書評・新刊書紹介には要旨, キーワー

ド, 本文中の章立ては不要です。 

1) タイトル (日本語) 

2) 氏名 (日本語)  

3) キーワード (日本語，5 語前後) 

4) 本文 

5) 謝辞 (必要な場合のみ) 

6) 注 (見出しは「注」とし，「註」とはしません。)  

7) 参考文献目録 (見出しは「参考文献」とします。)  

8) タイトル (英語)  

9) 氏名 (ローマ字表記) 

10) キーワード (英語，5 語前後) 

11) 要旨 (英語，500 語以内。タイトル・氏名を含めて刷り上がり 1 ページ以内)  

12) 連絡先 (個人情報保護の観点から，原則として E メールアドレスのみとします。) 

13) 図版・表など (文章の原稿本体とは別に準備してください。本文中に, 図版や表を

挿入したい箇所を示してください。)  

3.2 本文を区分する場合には，章は I，II，III，節は 1，2，3，その下の区分は (1)，

(2)， (3) などの数字を用いてください。数字の後ろに点は付けません。章見出しはそ



の前後に 1 行分の空行を，節見出し以下はその前に 1 行分の空行をいれてくださ

い。  

4. 図版・表などの作成 

4.1 図版 (写真，地図などを含む)・表などは文章の原稿本体とは別に準備し，1 点ず

つ，著者名，図版・表ごとの通し番号，説明をつけてください。 

4.2 図版・表の大きさに相当する字数は，原稿全体の字数に含まれます。 

4.3 エクセル, Illustrator, QGIS などで作成した図版は、PDF 化せずに元のソフトウェア

の形式で提出してください。容量の大きい図版・表のファイルを E メールの添付ファ

イルで送る場合は，かならず事前に編集委員会に相談してください。  

4.4 図のタイトルは図の下，表のタイトルは表の上につけます。  

5. 注の付け方  

5.1 注は本文末尾に一括して掲げる後注方式とします。脚注方式や各章の終わりに掲

げる 方式はとりません。文中につける注の番号は上付きで (1)，(2) などとします。 

(例) 一般的に学術論文における注の付け方には脚注方式と後注方式がある(1)。  

5.2 後注の見出しは「注」とし，形式は以下のようにしてください。 

(例) 注 

 (1) 東南アジア学会会誌においては脚注方式ではなく後注方式を用いることになって

おり，その具体的な形式については同学会の執筆要領に記載されている。  

6. 文献引用の方法  

本文において文献の一部を引用する場合には，短いときはかぎかっこ (「 」)でくく 

りますが，比較的長く引用するときには，改行してブロックとして引用します。引用

ブロックは左側全体を 3 文字程度インデントし，さらにその 1 行目を 1 字下げま

す。引用ブロックと前後の本文との間には 1 行分のスペースを入れます。引用の直後

に参照文献を指示します。  

(例) ......これは以下の SI の箇所に表現されている。  

ジャワの地ではカーフィルが王になっている。(中略)もし，余力があれば他の 

土地に移る努力をしなさい。土地が見つかれば，その方がよい。土地が見つけ



られない場合には(それも戦えない)理由になる。しかし，高潔な信仰者は自分

の欲望に対し戦わなくてはならない。これは能力によった義務である。[SI 176-

177]  

リファイは民衆に向かって，カーフィルと武器をとって戦うことよりも，ムスリムと

して，シャリーアに従って生きることを積極的に薦めた。...  

7. 文献参照の方法  

7.1 本文または注における文献の参照は，本文末尾に一括して参考文献の目録を掲げ

る方式とし，文献参照ごとに注をつける方式は用いません。  

7.2 文中の文献を参照する場所では，大かっこ (角かっこ) を使って [著者名 出版年: 

ページ] という形式で文献目録の文献を指示します。編者名も著者名に準じます。著

者名 と出版年，コロンとページの間には半角スペースをいれてください。  

7.3 ページを記載する場合は，原則としてすべての桁を省くことなく記載します。 

(例) 3-10, 71-75, 97-118, 100-106, 103-109, 213-223  

7.4 文献全体を参照している場合にはページの記載は省略できます。本文に著者名が

使われている場合にはかっこ内の著者名は省略します。同一著者の複数文献を参照す

る場合に は出版年をセミコロンで区切って並べます (セミコロンと出版年の間に半角

スペース)。 同一著者への参照が続く場合でも「ibid」は使用せず，著者名を繰り返し

ます。  

(例 1) 日本では桑原 [1935] および和田 [1959; 1967] がこの問題を取り上げた。 

(例 2) ...といった一面的な解釈を厳しく批判している [山田 1987a: 197-199; 1987b: 30-

34]。 

(例 3) ペーグー村でも口碑では，マウン・タンがモロコシのワラ切り作業をしていた

時 [Ba Soe 1985][Ba Shue 1940: 79] となっており，...  

7.5 共著の場合には，3 名以下のときは著者名を列挙し，4 名以上のときは第 2 著者

以降 を省略します。 

(例) [生田・松澤 2000]，[和田ほか 1995]，[Gommans and Leider 2002]，[Hefner, Lyon 

and Lucas 1983]，[Greenberger et al. 1954]  

8. 参考文献目録  



8.1 参考文献の目録を本文末尾 (注の後) に掲げます。見出しは「参考文献」としま

す。 配列は原則として著者名(または編者名。共著の場合は筆頭著者名)のアルファベ

ット順とし，同一著者に複数の文献がある場合にはさらに出版年順とし，2 つめ以降

は著者名の 代わりに全角ダッシュ 3 個「―――」で表示します。同一著者に出版年

が同じ文献が複数 ある場合には 1987a，1987b などとして区別します。  

8.2 ただし，必要に応じて，和文，欧文，東南アジア現地語など言語ごとに分けた

り，「一次史料」「未公刊文書」などを一般の参考文献から分けたりする工夫は認め

られます。  

8.3 文献を示す際の著者名のファーストネーム, ラストネームなどの配列は, 各言語や

地域の慣習を参考にして原稿内で統一してください。 以下に例を示します。 

8.4 ローマ字表記文献のファーストネームは原則としてイニシャルではなくフルで表

記してください。また，第 1 著者 (編者)名は氏名を倒置させてラストネーム, ファー

ストネームとしますが，第 2 著者 (編者) 以降の氏名は倒置させません。 

8.5 ローマ字表記文献の雑誌名は他分野の読者にもわかるよう原則として略語ではな

くフルで表記してください。煩雑さを避けるために略語を使う場合は略語一覧をつけ

てください。  

8.6 参考文献目録の表記の基本は以下のとおりです。ただし下線部はイタリックにし

ます。  

1) ローマ字表記単行本・単著 

著者ラストネーム, 著者ファーストネーム. 出版年. 書名. 出版地: 出版社.  

2) ローマ字表記単行本・共著 (複数) 

第 1 著者ラストネーム, 第 1 著者ファーストネーム and 第 2 著者ファーストネーム 

ラストネーム. 出版年. 書名. 出版地: 出版社. 

第 1 著者ラストネーム, 第 1 著者ファーストネーム, 第 2 著者ファーストネーム ラ

ストネーム and 第 3 著者ファーストネーム ラストネーム. 出版年. 書名. 出版地: 出

版社.  

 (注: and は & としません。第 2 著者以降の氏名は倒置しません。)  

3) ローマ字表記単行本・編者 (単数)  



編者ラストネーム, 編者ファーストネーム, ed. 出版年. 書名. 出版地: 出版社.  

4) ローマ字表記単行本・編者 (複数) 

第 1 編者ラストネーム, 第 1 編者ファーストネーム and 第 2 編者ファーストネーム 

ラストネーム, eds. 出版年. 書名. 出版地: 出版社.  

5) ローマ字表記雑誌掲載の論文 

著者ラストネーム, 著者ファーストネーム. 出版年. “題名.” 雑誌名 巻(号): ページ.  

6) ローマ字表記単行本 (論文集・予稿集など) 掲載の論文 

著者ラストネーム, 著者ファーストネーム. 出版年. “題名.” Ch. 1 of 書名. 出版地: 出

版社.  

著者ラストネーム, 著者ファーストネーム. 出版年. “題名.” In 書名, ページ. 出版 地: 

出版社.  

著者ラストネーム, 著者ファーストネーム. 出版年. “題名.” In 書名, edited by 編者 フ

ァーストネーム ラストネーム, ページ. 出版地: 出版社.  

 (注: 編者の氏名は倒置しません。) 

7) 和文単行本・単著  

著者氏名. 出版年. 『書名』出版社.  

8) 和文・単行本・編者 (複数)  

第 1 編者氏名・第 2 編者氏名編. 出版年. 『書名』出版社.  

9) 和文雑誌掲載の論文  

著者氏名. 出版年. 「題名」『雑誌名』巻(号): ページ.  

10) 和文単行本掲載の論文  

著者氏名. 出版年. 「題名」編者氏名編『書名』ページ. 出版社.  

11) ローマ字表記ウェブサイト 

著者ラスト・ネーム, 著者ファースト・ネーム (もしくはサイトの管理運営組織名). 

記事 執筆年(もしくはデータの公開年). “ページ名. ”Accessed on Month Date, Year. URL 



 (注: マイクロソフト社製 Word の場合，URL のハイパーリンクを削除してくださ

い。)  

12) 和文ウェブサイト 

著者氏名 (もしくはサイトの管理運営組織名). 記事執筆年 (もしくはデータの公開年).

「ページ名」年月日アクセス. URL 

13) PDF 形式でしか公開されていない文献 (ローマ字表記)  

著者ラスト・ネーム, 著者ファースト・ネーム. 出版年. 文献名. シリーズ名など, URL  

編者がいる文献の一部を記載する場合には，単行本掲載の論文の書き方にしたがいま

す。著者ラスト・ネーム, 著者ファースト・ネーム. 出版年. “題名.” In 文献名, edited 

by 編者ファースト・ネーム ラスト・ネーム, ページ. シリーズ名など, URL  

14) PDF 形式でしか公開されていない文献 (和文)  

著者氏名. 出版年. 『文献名』シリーズ名など, URL  

編者がいる文献の一部を記載する場合には，単行本掲載の論文の書き方にしたがいま

す。著者氏名. 出版年.「題名」編者氏名編『文献名』ページ. シリーズ名など, URL  

8.7 以下に参考文献目録の表記の例を示します。 

1) ローマ字表記単行本・単著 

Reid, Anthony. 1988-93. Southeast Asia in the Age of Commerce 1450-1680. 2vols. New 

Haven: Yale University Press. (『大航海時代の東南アジア』I・II，平野秀秋・田中優

子訳. 法政大学出版局. 1997-2002.)  

 (注:出版年の異なる複数巻で，かつ訳書が出版されている場合。) 

Maspero, Georges. 1988. Le Rayaume de Champa. Paris: Ecole Française d’Extrême-Orient. 

(初版 1928, Paris et Bruxelles: Les Editions G. van Oest)  

 (注:初版への言及がある場合。)  

2) ローマ字表記単行本・共著 

Hollan, Douglas W. and Jane C. Wellenkamp. 1994. Contentment and Suffering: Culture and 

Experience in Toraja. New York: Columbia University Press.  

3) ローマ字表記単行本・編者 (単数) 



Mochtar Lubis, ed. 1979. Pelangi: 70 Tahun Sutan Takdir Alisjahbana (『虹:スタン・タクデ

ィル・アリシャバナの 70 年』). Jakarta: Djambatan.  

 (注: 日本語・英語以外の言語の場合，題名のあとに日本語訳をつけます。)  

4) ローマ字表記単行本・編者 (複数) 

Gommans, Jos and Jacques Leider, eds. 2002. The Maritime Frontier of Burma: Exploring 

Political, Cultural and Commercial Interaction in the Indian Ocean World, 1200-1800. 

Leiden: KITLV Press.  

5) ローマ字表記雑誌掲載の論文 

Lieberman, Victor. 1995. “An Age of Commerce in Southeast Asia? Problems of Regional 

Coherence: A Review Article.” Journal of Asian Studies 54(3): 796-807. 

6) ローマ字表記単行本掲載の論文 

Bronson, Bennett. 1999. “Patterns in the Early Southeast Asian Metals Trade.” In Early 

Metallurgy, Trade and Urban Centres in Thailand and Southeast Asia, edited by I. Glover, 

P. Suchitta and J. Villers, 63-114. Bangkok: White Lotus. 

(注: 編者名とページを表示する場合。)  

Hudson, B. 2000. “The King of ‘Free Rabbit’ Island: A G.I.S.-Based Archaeological Approach 

to Myanmar’s Medieval Capital, Bagan.” In Proceedings of the Myanmar Two Millennia 

Conference, 15-17 December 1999 III. Yangon: Universities Historical Research Centre.  

7) 和文単行本・単著 

桜井由躬雄. 1987b. 『ベトナム村落の形成:村落共有田=コンディエン制の史的展開』創

文社.  

8) 和文単行本・編者 (複数) 

生田真人・松澤俊雄編. 2000. 『アジアの大都市 3 クアラルンプール，シンガポー

ル』日本評論社. 

9) 和文雑誌掲載の論文 



永野善子. 1992. 「アメリカ植民地期フィリピン銀行資本の諸類型」『アジア経済』

33(10): 23-37.  

10) 和文単行本掲載の論文 

桜井由躬雄. 1987. 「ベトナム紅河デルタの開拓史」渡部忠世編『稲のアジア史 2 ア

ジア稲作文化の展開』235-276. 小学館. 

長島弘. 2002. 「アジア海域通商圏論:インド洋世界を中心に」歴史学研究会編『現代歴

史学の成果と課題 1980-2000 年 I 歴史学における方法的転回』21-36. 青木書店.  

11) ローマ字表記ウェブサイト 

National Institute of Statistics of Cambodia. 2013. “Economic Statistics: Consumer Price 

Index.” Accessed on October 30, 2013. http://www.nis.gov.kh/index.php/economic-stat/cpi  

12) 和文ウェブサイト 

外務省. 2013. 「各国・地域情勢: タイ王国、基礎データ」2013 年 10 月 30 日アクセ

ス. http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/thailand/data.html 

13) PDF 形式でしか公開されていない文献 (欧文)  

Lee, John. 2013. Myanmar Pivots Awkwardly Away from China. ISEAS Perspective 2013/64 

http://www.iseas.edu.sg/documents/publication/iseas_perspective_2013_64_myanmar_piv

ots_awk wardly_away_from_china.pdf  

編者がいる文献の一部を記載する場合には，単行本掲載の論文の書き方にしたがいま

す。  

Mori Soya and Yamagata Tatsufumi. 2009. “A Note on Income and Poverty of Persons with 

Disabilities in Metro Manila.” In Poverty Reduction for the Disabled in the Philippines: 

Livelihood Analysis from the Data of PWDs in Metro Manila, edited by Mori Soya, Celia 

Reyes, and Yamagata Tatsufumi, 145-157. IDE Joint Research Program Series, No.151, 

http://www.ide.go.jp/English/Publish/Download/Jrp/pdf/151_03.pdf  

14) PDF 形式でしか公開されていない文献 (和文) 



崔博憲. 2013. 『日本の新しいニューカマー: 東南アジア出身の外国人研修生・技能実

習生を中心に』京都大学グローバル COE「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジ

ア拠点」ワーキングペーパー次世代研究 No.99, https://www.gcoe-

intimacy.jp/images/library/File/working_paper/New%20WP/WP_NextGeneratio 

nResearch_99_SAI2010_abstract.pdf  

編者がいる文献の一部を記載する場合には，単行本掲載の論文の書き方にしたがいま

す。  

岩井美佐紀. 2012. 「ベトナム農村における住民組織:メコンデルタ「新経済村」の集落

に焦点を当てて」重冨真一・岡本郁子編『アジア農村における地域社会の組織形

成メカニズム』1-27. アジア経済研究所調査研究報告書 No.413, 

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Download/Report/2011/pdf/413_ch2.pdf  
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